
新年度を迎える4月。学生のみなさんは、
進級、新学といった大きな変化を迎え、な
にかと忙しい毎日を送っているはず。とこ
ろが、こちとら大学を追い出されてはや
10年の身。春が来たといっても、特に変
化のない日々が続くのでした。多くの社
会人のみなさんも、似たようなもんでし
ょ。こんな代わり映えのしない日常に潤
いを与えてくれるのは、やっぱりゲーム。
今日もゲーム、明日もゲーム、そしてその
次の日もゲーム。これで日本も安泰だ！？

小笠原　誠

巨大ロボットの
手に汗握る迫力のバトル

HEAVY GEAR

あの「Diablo」をさらに楽しめる
追加シナリオ集

HELLFIRE

最新技術を応用した
フライトシミュレーター

F-22 Air Dominance Fighter

Illustrator :Den Yamauchi
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開発元 ◆ACTIVISION
発売元 ◆アクティビジョン・ジャパン
価格 ◆8,800円
対応0S ◆ウィンドウズ95
関連情報 ◆http://www.activision.co.jp/

人間が搭乗する人型の巨大ロボットが激しいバトル

を繰り広げる、ロボットシミュレーター。懐かしのロ

ボットアニメを髣髴とさせるためか、最近は日本でも

盛り上がりを見せているこのジャンルに、また1つ新た

なタイトルが投入された。その名は「HEAVY GEAR」。

とはいえこの作品、まったくの新顔ソフトというわけ

でもない。なぜならこの作品は、世界的な大ヒットを

記録した、あの「MECHWARRIOR」シリーズのス

タッフの手による最新作なのだ。

もともと「MECHWARRIOR」シリーズは、FASA

Interactiveというメーカーが版権を持つ同名のボード

ゲームだった。その世界観を忠実に再現したのが、

Activisionのパソコンゲーム版「MECHWARRIOR」

というわけだ。ところが昨年、そのFASA Interactive

が、Activisionとの版権契約を期間満了とともに終了

した。しかし、多くのユーザーの支持を獲得したこの

シリーズをこのまま終わらせてしまうのは、あまりにも

ったいない。そこでActivisionは新たな原作を探す

ことにした。そして選ばれたのが、Dream Pod 9とい

うメーカーが版権を持つボードゲーム、「HEAVY

GEAR」なのだ。

このように原作は変わってしまったが、コンピュー

タゲーム版「 HEAVY GEAR」 は、基本的に

「MECHWARRIOR」シリーズの延長線上にあるもの

と考えていい。それまでとは異なり、ロボットが武器

を手にして戦うスタイルになったが、いずれも近未来

の世界を舞台に、複数の勢力が対立しているという構

図は同じ。それにそもそも、直接制作にタッチしたス

タッフが同じなのだ！　「MECHWARRIOR」シリ

ーズで培われた優れた3Dエンジンやゲームシステムな

どは、そのままこの新作にも生かされている。いや、

さらにシェイプアップされているのだ。

ちなみに、Activisionとの契約を終了したFASA

Interactiveは、その後大手ディストリビューターの

Spectrum Holobyteと版権契約を締結。同社の

Microproseブランドにて、「MECHWARRIOR 3」

というタイトルを今年中にリリースすることを発表し

ている。直接制作を担当するのは、3D技術に定評の

あるZipperというソフトハウスというから、どういう

ソフトになるのか、こちらも楽しみではある。

「MECHWARRIOR」シリーズの後継作

ロボットバトルシミュレーション HEAVY GEAR
プレイ人数：1人～8人

コックピットビューはもちろん、外部
ビューやワイヤーフレームビューな

ど、いくつものビューモードがワンタッチで切り
替えられる。
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巨大ロボットに搭乗して戦うゲームという

と、最近ではセガの「バーチャロン」を思い

浮べる人が多いようだ。しかしあちらはアーケ

ード生まれのアクションゲーム。同じような感

覚ではこのゲームはプレイできない。

そもそも「MECHWARRIOR」シリーズは、

同じく巨大ロボットを操るSierra Onlineの

「EARTH SIEGE」シリーズ（激ムズ！）ほ

どではないにしろ、あくまで架空のロボットを

「操縦する」というシミュレーターの色合いが

濃いソフト。同シリーズを引き継いだ

「HEAVY GEAR」も、同様にシミュレーター

色が強く反映されている。ジョイスティック1

本と数個のキーでちょちょいと操作するなん

てことは、残念ながらできないのだ。一応

「HEAVY GEAR」では、シミュレーター色の

濃い"simulation"コントロール（モード）の

ほかに、やや操作が簡略化された"action"コ

ントロール（モード）という操作方法が用意

されてはいる。とはいえ、操作が簡略化され

るのは基本的な移動方法だけ。ターゲットに

照準を合わせたり、視点を変更するのに複数

のキーを使用しなければならない点に変わりは

ない。慣れるまでは大変だが、ここは練習あ

るのみ。思いどおりにギアが動かせるようにな

るまで、精進を重ねよう。

まず、"action"コントロールでは、上下のカーソルキ
ーで前進・後退を行う。一方のキーを押し続ければ、
徐々に移動速度が増して行くわけだ。それに対し
"simulation"コントロールでは、"1"から"0"の数字キ
ーで移動速度を入力し、前進・後退の切り換えは
"BS"キーで行う。いずれのコントロールでも、左右移
動はカーソルキーを使う。同梱のカードを見ても操
作は複雑だ。

「MECHWARRIOR」シリーズでは、搭乗す

るロボット＝メックをカスタマイズできるのが

魅力の1つだった。ロボットの名称がギアに

変わったとはいえ、その特徴は「HEAVY

GEAR」にも引き継がれている。しかも、その

自由度はワンランク上のものになっており、

より各プレイヤーの好みに添ったマシンを

作り上げることが可能になっているのだ。

各ギアは、基本となるボディー、頭部、腕、

足、そしてエンジンで構成されている。そこ

に、胴体に取り付ける武器、手に持つ武器、

そしてアーマーを装着することで、一人前の

ギアとして完成する。上記の各パーツをより

強力なものに交換していくことによって、カス

タマイズを行うわけだ。各パーツは、ミッシ

カスタマイズで好みのギアを作り上げよう

画面は変わらないが、コントロール方法は"action"よ
りも"simulation"コントロールのほうが実戦向きにな
っている。

ョンをクリアーすると得られる報償で購入す

るほか、敵ギアを破壊してそのパーツをぶん

取ることも可能だ。

なお、初心者の場合は、つい武器を中心

にしたパワーアップに目が行きがちだが、こ

のゲームでは、そうした一点豪華主義は禁

物。貧弱なボディーのまま強力な武器を持っ

たりすると、その反動に耐えられず、照準が

合わせられなくなってしまったりするのだ。こ

こはグッと我慢して、バランスのとれたパワ

ーアップを心掛けるべし。

つい攻撃力や防御力に注目してしまいがちだ
が、機動力の高さも、強いギアを作り上げる
ための必須条件となる。あまり足が遅いと、
素速い敵にいいようにやられてしまうぞ。バラ
ンスを考えよう。
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ある程度操作に慣れるまでは、ついつい武

器を連射しながら敵にまっすぐ直進して行く

という、神風特攻的な攻撃パターンになりが

ち。1プレイヤーモードの、序盤のうちはそれ

でもなんとかなる。しかし、1プレイヤーモー

ドでも中盤となると、もうこの戦法は使えな

い。ましてやマルチプレイヤーモードでベテラ

ンプレイヤーに当たった日には、相手にまっ

たくダメージを与えられないまま天国行きとい

うハメに陥ってしまうことは確実だ。

やはり戦場で確実に生き抜いていくために

は、まともに敵の攻撃を食らわないようにす

ることが肝心。そのためには、機体を移動さ

せながらも、照準は常に敵に合わせておくこ

とができるようになる必要がある。これさえで

きれば、敵の間を突破しながら上半身を回転

して攻撃を叩き込むすれ違い攻撃、その応用

で敵の後ろを大きく回り込みながら攻撃する

背面攻撃、左右に素速く移動して敵の攻撃

を避けつつ銃撃を加えるジグザグ攻撃など、

さまざまな戦法を身に付けることが可能にな

る。まあ最初のうちは難しいが、これはゲー

ムを先に進めるうえでは必須のテクニック。練

習を重ねて絶対に体得しよう。

そうそう、ミッションに入る前には必ずブリーフィ
ングがある。ここで味方のギアと目的、それに状
況を把握しておかないと、どっちに向かえばいい
かわからなくなってしまうから注意しよう。

ネットワークでプレイするには
「HEAVY GEAR」では、シリアルポート直結、モデ

ム直結、LAN接続、インターネット接続の4つの方法

で対戦することができる。そのうちのインターネット

対戦の利用方法は以下のとおりだ。

ゲームを起動させたら、初期画面のうちの"Play"を

クリックし、続いて表示されるメニュー画面で、

"Multiplayer"を選択する。すると、マルチプレイヤ

ーモードが立ち上がり、接続方法を選択するウィン

ドウが表示されるので、ここでは当然"Internet"を

選ぶ。すると自動的にダイアラーが起動し、回線が

接続される。しばらくすると、画面に現在利用可能な

サーバーのリストが表示されるので、そのうちの任意

のサーバーを選択したのち、"Accept"をクリックし

よう。実際にゲームに参加する前に、ミッションブリ

ーフィングの内容をよく確認しておくことを忘れずに。

HEAVY GEARでは、メニューから「INTERNET」
を選ぶだけで、自動的にサーバーにつながりイン
ターネット対戦ができる。これはラクチンだ。

対
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ミッション終了後のデブリーフィングでは、プレイ
ヤーの敵撃破数やスコアが表示される。この画面
は惜しくも作戦に失敗してしまったところ。お恥ず
かしい。
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昨年末の発売以来、欧米で大ヒットを記録

しているフライトシミュレーター、「F-22 Air

Dominance Fighter」。このたびその英語版

を国内販売しているイマジニアが、続いて日

本語移植版をリリースする運びとなった。

このソフトのオリジナル版を開発したのは、

イギリスのDID（Digital Image Design）と

いうソフトハウス。ゲームの世界ではF-22の

戦闘だけじゃない！
開発元 ◆DID
発売元 ◆イマジニア
価格 ◆9,800円
対応0S ◆ウィンドウズ95
関連情報 ◆http://www.imagineer.or.jp/

http://www.did.com/

プレイ人数：1人～8人

F-22 Air Dominance Fighter
処理はかなり重いが、VooDooチップ搭載の3Dカードがあれば、それなりのマシンでもかな
り満足できるスピードで動作する。

「F-22 ADF」では、メーカー側で専用のサーバーを

用意しているわけではないが、世界各地の有志が立ち

上げたサーバーに参加するという形で、見知らぬプレ

イヤーと対戦を行うことができる。その手順は以下の

とおりだ。

まずはゲームを起動する前に、DIDのホームページに

アクセスし（http://www.did.com/）、現在稼働してい

るサーバーのアドレスを確認。そのIPアドレスを紙に

でもメモする。メモが取れたら、回線をつないだまま

の状態でゲームを立ち上げ、メニューの中からマルチ

プレイヤーを選択する。表示されるマルチプレイヤー

画面のうち、接続方法を選択する"Multiplay Client"ウ

ィンドウの選択肢の中から、"DirectPlayに対する

TCP/IP接続"を選択する。すると画面下の"Join

Game"ボタンを押せるようになるので、これをクリッ

ク。続いて現れるダイアログに、先にメモしたIPアド

レスを入力しよう。

DIDのホームページには、エースパイロット
になるための上達方法など、有益な情報が
満載されている。まあ、すべて英語だけどね。

ネットワークでプレイするには

タクティカルフライト
シミュレーター

全作の「EF2000」が初作品となったため、

新興中の新興ソフトハウスと受け取られがち

だが、その実力を侮ることはできない。なに

しろ、ここはもともと本物の軍用フライトシ

ミュレーターを制作していたところ。実際、

NATO空軍にも航空戦術シミュレーターを納

入しているというのだから恐れ入ってしまう。

そんなメーカーの手による作品だけに、かな

りの高難度を想像してしまうが、実際のとこ

ろは違う。操作がシンプルにまとまっており、

マニュアルの手順にちゃんと従えば、初心者

プレイヤーでもすんなりと飛行することが可能

なのだ。

しかし、やはり本物の軍事シミュレーター

を開発しているDID。他のゲーム専門のソフ

トハウスの作品にはない、ユニークなシステム

も導入されている。それが本作で新たに導入

された"AWACS"モードだ。このAWACSと

は、局地を飛行中の航空機を、周辺の状況

を確認しながら指揮するための機体。巨大な

ボーイング707の背中に、巨大な円盤上のレ

ーダーを背負った航空機だ。

このモードでは、プレイヤーはAWACS機に

搭乗する。そして実際の戦闘には参加せず、

自機のレーダーや地上基地からの通信、それ

に地上の敵を感知するJSTAR機からの通信

といった情報をもとに、自軍の戦闘機を指揮

することに専念する。その感覚は、まるで戦

略シミュレーションをプレイしているかのよう

だ（戦略立案後、当該戦闘機に移って操

縦・戦闘することもできる）。

多くの計器が並ぶAWACS機のコクピット。戦闘機とはまたひと味違った楽し
さを堪能できるだろう。

外ビューの美しさは、数あるフライトシミュレーターの中
でもトップクラスの水準。できれば、すべてのグラフィ
ックオプションをオンにしたいところだ。
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ネットワーク対戦の火付け役ともなった大ヒ

ット作、「Diablo」。現在でもその対戦熱は冷

めやらないが、さすがに発売から1年半近く経

過した現在、1プレイヤーモードにはもはや手

をつけなくなったというプレイヤーも多いはず。

そんなあなたにピッタリなのが、Sierra Online

が昨年末に発表した「HELLFIRE」。市場に

は数種類の「Diablo」用追加シナリオ集が出

回っているが、その中で唯一本家Blizzard

Entertainmentの公認を得たソフトが、この

作品なのだ。

「HELLFIRE」では、従来の4つのダンジョ

ンとは異なる"HIVE"と"CRYPT"という2つの

新ダンジョンが登場する。この2つは、難易度

はちょうどオリジナルシナリオの"CAVE"と

"HELL"の間に収まるもので、前者が「エイリ

アン」風の有機的な背景、後者が中世の遺跡

のような背景をそれぞれ採用している。

さらにこのソフトでは、従来のWARRIOR、

ROGUE、SORCERERに加え、MONK＝修

道僧という新しいキャラクターが利用できるよ

うになっている。このキャラクターは杖を得意

の武器としているほか、レベルが上がるにつれ

て防御力と素手による攻撃力が上昇するとい

う特徴を持っており、最終的には素手でモン

スターを撃破することができるという、なかな

か頼もしいやつなのだ。

ほかにも、新たな魔法や、新しいアイテムが

用意されているこのソフト。近頃「Diablo」

とは御無沙汰だというあなたに、ぜひプレイし

てもらいたい。本家Blizzard Entertainment

が制作中の「Diablo2」の発売はまだ当分先

のことになりそうだから（どうやら98年末頃

らしい）、それまではこちらを楽しんでいよう。

新しいダンジョンを冒険できる

アクションロールプレイングゲーム HELLFIRE

ほらほら、見たことのない魔法が
並んでいるでしょ。これらの新魔
法のほか、「HELLFIRE」ではあの
究極の魔法、"APOCALYPS"も
覚えることができるのだ。

開発元 ◆Sierra Online
発売元 ◆ソース
価格 ◆オープンプライス
対応0S ◆ウィンドウズ95

※「Diablo」製品版も必要
関連情報 ◆http://www.sierra.com/

プレイ人数：1人

HIVEの中を探索する。従来のダンジョンとはかなり雰
囲気が異なっているので、「これはDiabloじゃない」とい
うユーザーの声も聞くが、やっぱり冒険場所が増えた
ほうがうれしいよね。

一方、こちらはCRYPTの中。当
然このダンジョンには、新たなモ
ンスターが登場する。やたらと防
御力が高かったり、強力な飛び道
具を使ったりと、手強い連中が揃
っているぞ。

残念ながら「HELLFIRE」は1プレイヤー専用に設

計されており、マルチプレイには対応していない。

しかし、ユーザー有志の中には、独自のパッチを

利用することによって、このソフトを"KALI95"に対

応させている人もいる。もっともこれは完全にメー

カー保証対象外の手段なので、本誌で大々的に公

表するわけにもいかない。興味のある人は、各種

の検索エンジンで"HELLFIRE"と入力してみるな

ど、自分の責任において調べてみてほしい。

なお、ネット上では、本家Blizzard Entertainment

が運営するBATLLENET上で「HELLFIRE」がサ

ポートされるという噂が囁かれている。しかし、現

在のところ、Blizzard Entertainmentはこの件に

関する発表はなにもしていない。もし本当にそうな

ったらうれしいんだけどねぇ。

ネットワークでプレイするには

MONK以外にも新キャラが！

本文ではMONKが新キャラとして登場すると

書いたが、実はこの「HELLFIRE」では、それ以

外にもう2種類の新しいキャラクターを遊ぶこ

とができるようになっているのだ。ただし、それ

にはちょっとした作業が必要となる。

まずは、Sierra Onlineのホームページ

（http://www.sierra.com/）から、「HELLFIRE」

用の最新パッチプログラムをダウンロードす

る（3月1日時点の最新パッチは、バージョン

1.01）。ダウンロードが完了したら、その

"EXE"ファイルを実行し、ソフトのバージョン

アップを行おう。

続いて、ワープロソフトなどで、"command.

txt"というファイルを作成。その文書には、

barbariantest;bardtest;

と記入する。このファイルを「HELLFIRE」を

インストールしたフォルダーのルートディレク

トリーに置けば、力自慢の"barbarian"＝野

蛮人と、両手に剣を装備できる"bard"＝吟

遊詩人というキャラクターが利用できるよう

になるのだ。

ほら、見慣れないキャラクターの名称が表示され
ているのがわかるだろう。これでもっともっとゲー
ムをやり込むことができるよね。
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